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これまで社会を揺るがし続けた新型コロナウイルスも収束に向かっています。この騒動がもたらした学校教育の

現場における大きな変化は、急ピッチで整備されたＧＩＧＡスクール構想の実現であったのではないでしょうか。

新年のご挨拶

教育ＤＸと体験教材

インクルーシブ教育システムの実現

健康教育と保健室の役割

学校安全推進事業と防災教室

不登校やいじめの問題

当組合の重点事業に掲げられる特別支援教育事業ですが、4 月発刊のカタロ

グから名前が「inCLum( インクルム ) インクルーシブ教育 教材カタログ」に

変更となります。これはインクルーシブ＋包むという造語から名づけられました。

子どもたち一人一人のできることを増やし自立支援を主とした特別支援教育

の先には、支援を必要とする児童・生徒を受け入れるための社会のルールや仕

組みを整備し、目指すインクルーシブ教育の実現へのサポートができればと考

えております。

特別支援教育においては、子どもたち一人一人に合った教材・教具が必要と

なります。そこで、ＪＫＫと筑波大学附属大塚特別支援学校の共催で、「インク

ルーシブ教育教材コンテスト」を企画したところ、全国の特別支援教育に関わ

当組合でも保健部会を設置しており、児童・生徒の健康や安全を守るために、重点事業として取り組んでおります。

保健室は、子どもたちの健康と安全において重要視され、応急処置や健康診断など従来の機能以外に、心のケアが

より必要とされ、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーといった専門職とも連携したサポート体制の

充実が図られています。

また健康教育の充実を図り、子どもたちが健康に関する知識を深め、自己管理能力を養うことを支援していきたい

と考えています。

学校安全は子どもたちを守るうえでの最優先事項です。当組合でも学校に向けた防災教室の出前事業を実施し、

地域に貢献をしております。防災教室や安全教育プログラムを通じて、子どもたちに災害発生時の対応策を教える

ことで、彼らの安全意識を高めています。これらの取り組みは、安全な学習環境を確保し、万が一のときに備える

ために不可欠です。

教育の質を向上させ、すべての子どもたちに平等な学

習機会を提供することに引き続き尽力してまいります。

2024 年が皆様にとって素晴らしい年となりますよう、

心よりお祈り申し上げます。

不登校やいじめは、教育界が直面する深刻な問題です。私たちは、これらの問題に対処するために、学校、保護者、

地域社会が一丸となって取り組む必要があると考えています。相談窓口の設置、専門家による支援、そして子どもた

ちのメンタルヘルスへの注目を高めることで、より良い学習環境の創造を目指しています。

新年あけましておめでとうございます。

旧年中におかれましては、当組合の活動にご理解ご支援賜り誠にありがとうございました。

当組合は、子どもたちの深い学びの実現に向けて、先生の授業をサポートする教材・教具を開発し全国の学校へ

流通するまでを担って活動しております。

本年も子どもたちの健全な成長に寄与できるよう、学校教育のさらなる発展に向けて、取り組みを続けてまいります。

小林 広樹
全日本学校教材教具協同組合（JKK）理事長

結びに

電子黒板を使用した授業風景

防災教室の出前授業風景
天板張替の授業風景

今まで使用していた紙製の教材やパネルなどの掲示

教材から、ＰＣ・タブレットを活用し電子黒板やプロ

ジェクターなどを用いた授業が行われるようになりまし

た。デジタル教材の活用が進めば、今後子どもたちの教

育データを収集しポイントを絞った指導も可能になりま

す。またデジタル教科書の導入もスタートします。令和

6 年度から小学校 5 年生から中学校 3 年生を対象とし

て「英語」から始まり、その後「算数・数学」と段階的

に導入されることになります。

デジタル化が進む中ではありますが、同時に子どもた

ちには手に触れて体験する教材・教具を活用して深い学

びにつなげてもらいたいと思います。

る先生方から、予想をはるかに上回る応募を頂戴しました。先生方の教材づくりにかける熱い思いと共に、プロフェッ

ショナルなクオリティの高い手作り教材に脱帽いたしました。2 月中旬に表彰となりますので、皆様どうぞ楽しみに

お待ちください。
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適切な教材の整備充実は、児童生徒の関心・意欲や知識理解の質をさらに高め、確かな学力の育成を図る上で極め

て重要であり、加えて、教師の授業準備や教材研究の負担軽減効果も期待でき、各学校における働き方改革の推進に

も資するものと考えられます。

このため、文部科学省では、学習指導要領に対応する教育条件整備策の一つとして、令和元年８月、義務教育諸学

校における教材整備の目安となる「教材整備指針」の一部改訂を行いました。また、この指針に例示される学校教材

の整備が安定的かつ計画的に実施できるよう年次計画を策定し、令和２年度から１０年間、単年度約８００億円の地

方財政措置が講じられているところです。

ＧＩＧＡスクール構想の進展を中心として学校の教育環境に大きな変化が訪れていますが、教材整備の重要性は変

わりません。文部科学省としては、教材整備指針の趣旨や財政措置の考え方等について改めて周知を図っていくほか、

例えば、各地方公共団体に設置される総合教育会議において、首長と教育委員会が、教材整備の必要性・教育効果等

を積極的に協議・検証するなどして教材整備に必要な予算が確保されるよう、ホームページや事務連絡による周知等

を通じて促していくなど、引き続き学校教材の整備充実に向けた取り組みを進めてまいります。

新年のご挨拶

学習指導要領を踏まえた安定的かつ計画的な教材整備の実現に向けて

ＧＩＧＡスクール構想の着実な推進について

健康教育について

結びに

特別支援教育について

文部科学省においては、ＧＩＧＡスクール構想を着実に推進するため、令和５年度補正予算及び令和６年度予算案

において、児童生徒１人１台端末の更新をはじめ、伴走支援強化に必要な予算を計上したところです。公教育の必須

ツールとして、端末の更新を着実に進め、端末活用の日常化による学びのＤＸを実現するため、ＧＩＧＡスクール構

想の次なる展開に向けて取り組んでまいりますので、御支援・御協力のほど、よろしくお願い申し上げます。

近年、社会環境や生活環境の急激な変化は、児童生徒の心身の健康に大きな影響を与えており、肥満・痩身、生活

習慣の乱れ、感染症の感染拡大、メンタルヘルスの問題、アレルギー疾患、薬物乱用など多様な課題が生じています。

また、心身の不調の背景には、いじめや不登校、貧困などの問題が関わっていることもあり、児童生徒が抱える現

代的な健康課題は複雑化・多様化しており、児童生徒に対する、より一層のきめ細かな対応が求められております。

このように、複雑化・多様化する児童生徒の現代的健康課題に対応するため、令和５年度から、子供の心身の健康

の保持増進等を担う養護教諭等の業務支援の充実を図る事業を推進しております。

また、学校において適切な換気の確保を図り、感染症の予防等、児童生徒が健康に過ごすことができる環境づくり

を進めるため、令和５年度補正予算において、各学校が実施する換気対策の取組を支援する予算を計上したところで

ございます。

文部科学省においては、これらの取組を通じ、学校保健を一層推進してまいります。

全日本学校教材教具協同組合の皆様におかれましては、引き続き、学習指導要領に沿った教育活動が十分に展開さ

れるよう、魅力的・効果的な教材の開発・確保・普及に一層の御尽力を賜ればと存じます。

結びに、全日本学校教材教具協同組合のますますの御発展と、関係各位の御活躍を心より祈念申し上げます。

近年、特別支援学校や小・中学校の特別支援学級の在籍者数、通級指導対象者数が増加しており、特別支援教育の

ニーズが高まっております。文部科学省としましては、全ての児童生徒が可能な限り共に学び、障害のある児童生徒

の自立と社会参加を見据えて、１人１人の教育的ニーズに最も的確に応える指導や支援を行うことができるよう、様々

な取組を行っております。

そうした中、ＩＣＴ機器は、障害の状態や特性等に応じた活用により、各教科等の学習の効果を高めたり、障害によ

る学習上又は生活上の困難を改善・克服するための指導に効果を発揮したりすることができることから、特別支援教育

令和６年の新春を迎え、謹んでお慶び申し上げます。

全日本学校教材教具協同組合におかれましては、日ごろから、学校教育教材・教具の開発や普及等に格段の御尽力

をいただき、心から敬意を表します。

関係者の皆様にとって、新たな年が幸多き一年になりますよう心からお祈り申し上げます。

において大きな役割を果たすものです。障害のある児童生徒が１人１台端末を効果的に活用できるよう、令和２年度

に、１人１人に応じた入出力支援装置の整備を支援しており、その支援を継続できるよう、令和５年度補正予算に必

要な予算を計上するなど、今年度以降の装置の更新にも対応すべく努めています。

また、１人１台端末を活用した、障害のある児童生徒に配慮した効果的な指導法の確立のため、様々な調査研究事

業も実施しております。

こうしたＩＣＴ機器の整備の他にも、障害のある子供の学びの場の整備、教師の専門性の向上、関係機関との連携

強化による切れ目ない支援体制の整備など、特別支援教育を進展させていくための取組を進めてまいります。

https://www.mext.go.jp/content/20200131-mxt_zaimu-100002591_1.pdf（参照）

令和２年度からの教材整備計画等に係る財政措置について

文部科学省では、これまで地方公共団体における学校教材の安定的かつ計画的な整備に資するよう、複数年にわたる教材に関する整備計画を策定してきたところ。
平成29年度の学習指導要領改訂や学校における働き方改革の進展等を踏まえ、各教育委員会、各学校の教材整備の参考資料となる「教材整備指針」※を令和元年８月に改訂。
これを踏まえ、令和２年度からの計画的な教育環境整備に関する財政措置の見通しとなる「義務教育諸学校における教材整備計画」を策定し、あわせて「学校における働き方
改革のための事務機器整備５カ年計画」を策定する。 ※ 教材整備指針…義務教育諸学校に備える教材の例示品目、整備数量の目安を参考資料としてまとめたもの。

「義務教育諸学校における教材整備計画」＜令和2年度から11年度までの10年間＞
単年度措置額（普通交付税）　約800億円（10カ年総額 約8,000億円(見込み））

「学校における働き方改革のための事務機器整備5カ年計画（令和2～6年度）」
単年度措置額（普通交付税）　48億円（5カ年総額 240億円） （小学校：約34億円、中学校：約12億円、特別支援学校：約2億円）

積算内容 「教材整備指針」（令和元年８月改訂）の例示品目である「複合機（印刷、スキャナ、丁合、ステープラー等）」、「拡大プリンター」等の整備に必要な経費を積算（上記「義
務教育諸学校における教材整備計画」＜令和２年度から11年度までの10年間＞の内数として策定）

（小学校：約500億円、中学校：約260億円、特別支援学校：約40億円）

積算内容 「教材整備指針」（令和元年８月改訂）の例示教材等の整備に必要な経費を積算

※ 上記計画は、従来の「義務教育諸学校における教材整備計画」＜平成24年度から令和３年度まで＞を更新し策定。
※ 今後、教材整備の状況やICT環境整備の状況等を踏まえ、措置額の見直しがあり得る。

背景・概要 

教材整備計画の内容

事務機器整備計画の内容

新学習指導要領（H29改訂）関連
●プログラミング教育用ソフトウェア・ハードウェア（小学校）
●発表板
など新学習指導要領に対応する教材

技術革新等関連
●視線／音声入力装置（特別支援学校）
●3Dプリンター（中学校）
など、昨今の技術革新等を踏まえた教材

学校における働き方改革関連
●拡大プリンター、複合機等、学校における
　教育環境改善に資する教材

矢野 和彦
文部科学省　初等中等教育局長

平成 元 年
平成 13 年
平成 14 年

平成 15 年
平成 16 年
平成 19 年

４月
４月
４月

４月
１月
２月

文部省入省
兵庫県教育委員会社会教育・文化財課長
文部科学省初等中等教育局児童生徒課課長補佐（命）
生徒指導室長心得
文部科学省初等中等教育局財務課教育財政室長
在イタリア大使館一等書記官
文部科学省大臣官房会計課副長

略 歴

平成 19 年
平成 20 年
平成 20 年
平成 23 年
平成 25 年
平成 27 年
平成 29 年
平成 30 年
平成 31 年
令和  ２年
令和  ３年
令和  ４年
令和  ５年

９月
８月

12 月
１月
２月
８月
４月
１月
１月

10 月
９月
９月
８月

文部科学省大臣官房付（大臣秘書官（事務取扱））
文部科学省初等中等教育局企画官
文部科学省大臣官房付（併）内閣参事官（内閣総務官室）
文化庁文化財部記念物課長
文部科学省高等教育局私学部私学助成課長
文部科学省初等中等教育局財務課長
文部科学省初等中等教育局初等中等教育企画課長
文部科学省大臣官房会計課長
文部科学省大臣官房審議官（初等中等教育局担当）
文化庁次長
文部科学省大臣官房長
独立行政法人日本学生支援機構理事長代理
文部科学省初等中等教育局長（現在に至る）
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さて、急激なＤＸの進展といった社会環境の大きな変化や、新型コロナウイルス感染症の流行、またアレルギーや

性に関する問題、メンタルヘルスなど、現代社会を取り巻く健康課題は子供たちの心身の健康に大きな影響を及ぼし

ています。これらに対応するためには、子供たちが自らの健康について主体的に考え、将来にわたって適切な行動を

取ることができるようになることが重要であり、その実現のためには、教育界、医療界、そしてＪＫＫ加盟各社に代

表される産業界などあらゆる関係者が、一丸となって対応していく必要があると考えます。

ＪＫＫ及び加盟各社の皆様におかれましては、学校現場にとって魅力のある教材・教具等の開発・普及に引き続き

鋭意取り組まれることが、主体的・対話的で深い学びの視点に立った授業改善を強力に支援することとなり、強く期

待しております。

最後になりましたが、ＪＫＫ及び加盟各社の皆様の益々の御発展と更なる御活躍、また本年が皆様にとってよりよ

い年となりますよう祈念申し上げます。

子供たちが、その健康を保持・増進して集団で学校生活を送りながら、自らの健康について学び、考え、健康に関

するリテラシーを習得していくためには、学校保健、すなわち保健管理と保健教育の双方が、一体となって推進され

ることが重要です。

保健教育は、保健体育科及び関連する教科における授業や、特別活動や総合的な学習の時間などにおける指導など、

様々な形で行われますが、その実施に当たっては、現在の学習指導要領に基づき、「主体的・対話的で深い学び」の視

点での授業等を行っていくことが重要です。単に知識を伝えるだけではなく、子供たちが健康課題を発見し、主体的

に課題解決に取り組むことをとおして、「知識及び技能」、「思考力、判断力、表現力等」、「学びに向かう力、人間性等」

の三つの資質・能力をバランスよく育むことが求められていると言えます。

また、このような保健教育を展開するには、保健体育科教諭、養護教諭、保健主事、管理職など、学校全体の理解

のもとで進めていく必要があることに加え、それを行うための適切な教材、教具、備品等の存在もまた大変重要であ

ると考えます。

新年のご挨拶

子供たちを取り巻く環境

結びに

これからの保健教育の在り方

令和六年の新春を迎え、謹んでお喜び申し上げます。

全日本学校教材教具協同組合（ＪＫＫ）におかれましては、学校保健用品をはじめとする学校教育教材・教具の開

発や、研修会等の開催など、様々な取り組みを進めておられますことに改めて敬意を表しますとともに、本会の学校

保健に関する取り組みにご理解・ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

JKK理事あいさつ

宮村 邦章
昨年の教材部会では、全体研修会以外にも
各地区でブロック会を開催し、実演や実習
体験を行うことで、より実践的な営業スキ
ルを磨くとともに、その中で得た情報や製
品を全国の学校へ紹介・販売してまいりま
した。今年も JKK は上昇気流に乗る “ 辰 ”
のように精力的に活動をしていきます。

副理事長　教材部会長／株式会社ミヤムラ

鈴木 盛一郎
ＪＫＫ保健部会も２年目に突入し、今年は
保健室の先生方がより安心して業務に専
念できるよう最高のサポートを提供して
まいります。保健室の機能向上や効率化、
また予算の確保に向けて我々 JKK 保健部
会は積極的に協力いたしますので、一層の
ご支援を心よりお願い申し上げます。

副理事長　保健部会長／株式会社鈴盛商会

柾木 賢一
本年の目標は、児童・生
徒が健康で元気な学校生
活が送れるよう、保健
室にかかわるさまざまな
情報を幅広く養護教諭に
提供し、現場の声をでき
る限り吸い上げて、養護
教諭の立場を理解し保健
室に必要不可欠な存在に
なっていくことです。

専務理事　保健部会副会長
株式会社柾木上川

西村 忠生
子どもたちの心身の健
康を支える養護教諭の
先生方が日々現場で求
められることは、多岐
にわたり年々増え続け
ています。
現 場 の 声 を お 聴 き し、
その思いに寄り添える
ような保健部会であり
たいと思います。

専務理事　保健部会副会長
株式会社西村教材

渋谷 誠
コロナ禍で大きな変化
を求められた学校も日
常を取り戻しつつある
なか、組合として本冊
子や、スクラボ教材総
合カタログ等を通じて、
教材・教具に関わるさ
まざまな情報をより積
極的に発信していきた
いと思います。

専務理事　教材部会副会長
株式会社三和製作所

三橋 宣由
教材はデジタル化へという流れがありますが、
アナログだからこそ身につく学力もあります。
先生方にアナログ教材の良さを知っていただき、
これからも選ばれるよう尽力してまいります。

常務理事　北海道ブロック長／株式会社北海教材社

中山 亜希子
よりたくさんのお役に立つ情報を、先生方はじ
め学校現場へお届けできるよう、2024 年「力
強い龍のようにエネルギッシュ」に、44 社の会
員の皆様と活動していきたいと思っております。

常務理事　東北ブロック長／株式会社なかやま理化教材

関野 太樹
JKK では教材はもちろん、医療衛生や防犯防災
の商材に関しても学んでいますのでご相談いた
だければ幸いです。学校様と共に安心安全な地
域、学校作りを目指していきたいと思います。

常務理事　北関東ブロック長／東和産商株式会社

鈴木 豊
学校の活動がコロナ禍以前に戻りつつあること
を実感しております。教育環境は大きく変わり
ましたが、引き続き子どもたちの明るい未来と
笑顔のために精進してまいります！

常務理事　南関東ブロック長／学校用品株式会社

植松 雅範
昨年は研修会企画で机の天板張替えの実習をし、
卒業時に自分たちが使った机を綺麗にして巣立
つ事業提案（SDGs 絡めての再利用）をしました。
今後も意義ある企画を考えてまいります。

常務理事　中部ブロック長／有限会社若葉書房市野商店

今野 修司
昨年は組合員の技術向上のためブロック会を開
催し、天板・黒板張替えの実技実習をしました。
今年も先生方のお困りごとに寄り添えるよう努
めてまいりますので、よろしくお願いします。

常務理事　中国・四国ブロック長／株式会社清和商会

井澤 隆史
関西ブロックでは 60 社の組合員が、先生のお
役に立てるよう教材研究を重ね、新鮮な情報を
学校へお届けしております。教材や授業のお悩
みごとは、お気軽に組合員へお声掛けください。

常務理事　近畿ブロック長／株式会社イザワ文教社

今泉 光義
昨年度からコロナが落ち着いてきたものの、

まだ感染予防対策に気を許すことができない年
になるでしょう。今年は小学校教科書改訂の年
です。ご用命は JKK加盟店までお願いします。

常務理事　九州・沖縄・山口ブロック長／有限会社福岡統正社

松本 吉郎
公益財団法人　日本学校保健会会長

1996 年 4 月 大宮医師会理事

2006 年 4 月 大宮医師会副会長

2010 年 4 月 埼玉県医師会理事

2014 年 6 月 大宮医師会会長

2016 年 6 月 日本医師会常任理事

2022 年 6 月～至 現在 日本医師会会長

2023 年 6 月～至 現在 日本学校保健会会長

略 歴



NEWS NEWS08 09

第1回

経過報告

「もの」売りから「こと」売りへ

特別支援教育の現場では、たくさんの教材が作られ活用されていますが、それらが公開される機会はそれほど多く

ありません。そこで今年 JKK は、大塚特別支援学校と共同で、初の「インクルーシブ教育教材コンテスト」を開催し

ました。このコンテストは、就学前から高等学校まで、及び特別支援学校の先生方を対象とし、「発信・評価・学びあい」

をテーマに子どもたちのために制作された教材を募集しました。

初めての試みとなるコンテストの開催で、運営側はどんな反応があるか緊張していましたが、約 250 点もの作品が

寄せられ嬉しい驚きでした。今回の応募作品は、一つ一つが子どもたちの成長をサポートするために熱意を込めて制

作されたもので、その数の多さと質の高さに感動いたしました。

ご応募いただいた教材は 1 次審査・2 次審査を経て、これから受賞作品が決まります。審査員は特別支援の教育に

携わる先生、教材開発に携わるメーカー、出版会社の代表者など多岐にわたり、最終審査では「アイディア」「実現性」

「有用性」「操作性」「多様性」「安全性」の 6 つの観点から、それぞれの目線で審査が行われます。

また、コンテストの目玉の一つは、優れた教材が実際に製品化される可能性です。教育の専門家と産業の目線が交

わることで、コンテスト終了後も優れたアイディアが広く先生方に届くことが期待されます。

JKK では数年前より、教材を提供するだけではなく、授業ごと提案できる活動を開催してきました。
ここでは、JKK でご提供できるコンテンツをご紹介いたします。
今年始めたばかりのものもあり、地域や時期を限定している場合もありますので、
興味のあるコンテンツがありましたら事務局（03-6231-4177）まで
お問い合わせいただきますようお願いいたします。

毎年多くの学校からご要望をいただいているボッチャの体験授
業。最初は JKK から講師を派遣しておりましたが、現在は先
生が行う授業を組合員がサポートさせていただくということも
増えてきました。授業で使う「ユニボッチャロトロ」は、子ど
もたちの手に馴染みのよい大きさで、空気入れも必要なく、１
つある穴を押さえれば丸洗いできることから長く清潔に使える
と好評を得ております。
導入前に機材の貸出も行っております。

一人ひとりが机の上でできる「PUSH&AED」を用いた授業です。
現在は授業で使える動画や資料を JKK の HP から無料でダウン
ロードいただけるようになりました。動画をそのまま用いて授
業をしてもよいですし、資料は自由に編集できるようになって
いるので、子どもたちのレベルや先生の話したい内容に合わせ
てご活用いただけます。

今年一番お問い合わせが増えたスポーツではないでしょうか。
現在、世界 72 カ国で楽しまれているスポーツで、2023 年の
スペシャルオリンピックス競技の一つです。スティックでプラ
スチックのボールを打つという行為はとても簡単で、
皆が初めて行うためスタート時のレベル差がないことから、
授業で取り入れやすい内容だと評価をいただきました。
わかりやすいルールと簡単な操作で、1 ～ 2 限の授業で
簡単な試合までできるようになるのも魅力の一つです。

机の天面にメラタックウイルテクトという抗菌・抗ウイルスの
シートを貼り付けることで簡単に天面を綺麗にすることがで
きます。これまで JKK NEWS でご紹介してきたように、卒業
制作で子どもたちが在校生のために張替を行う他、PTA や奉
仕活動の一貫でプロジェクトを利用される学校も増えてきまし
た。天板をまるごと交換するのではなく、天面に上から貼ると
いう SDGs や 3R につながる要素が、活動に付加価値をつけて
いるようです。

実はこのコンテストには「先生をヒーローに」という裏テーマが込められています。表彰式では、受賞した先生方

に教材にまつわるエピソードを共有していただき、その思いを広く発信する予定です。第 1 回目となる今回は、全て

が初めてのこととなるため、現在もどのような工夫が先生方に喜んでいただけるか検討中です。

受賞者の発表は、専用の HP（https://inclu-kyouzai.com/）、Instagram、Facebook、X（旧 Twitter）を通じて

行われます。先生方の思いのこもった教材を楽しみにしていただけたら幸いです。

特別支援教育に関わる先生方が増える近年、当コンテストが新しい視点やアイディアをもたらす一助となることを

期待しています。教育と産業が交わることで生まれる新しい可能性が、先生や子どもたちにとってよりよい未来につ

ながることを祈っています。

公式サイトは
こちら

Instagram は
こちら

ボッチャ体験

心肺蘇生・AED 体験

フロアボール体験

天板張替プロジェクト

ユニボッチャ 
rotolo( ロトロ )
￥19,000（税込￥20,900）

使用アイテム 使用アイテムUNIHOC PRO　
スティックセット
￥44,000（税込￥48,400）

2023 年度 JKK 活動報告

特別支援教育 教材カタログ
詳細はこちら　

p.148
掲載

未掲載

p.155
掲載

※掲載の体験授業は特別支援教育 教材カタログの他、スクラボ教材 総合カタログにも掲載中。

PUSH ＆ AED
体験セット
アカデミック版
￥6,150（税込￥6,765）
※基本セットの場合

使用アイテム



NEWS NEWS10 11


